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９月定例会の議案と議決結果

市長提出議案

諮　問
第１号

同　意
第１号

全会同意

議　案
第１号

全会可決

議　案
第２号

全会可決

議　案
第３号

全会可決

議　案
第４号

全会可決

議　案
第５号

全会可決
議　案
第６号

議　案
第７号

全会可決

全会可決

適任である
旨答申

議　案
第８号

多数可決

認　定
第１号

多数認定

委員会提出議案

第１号

第２号

多数可決

全会可決

議員提出議案

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書について

否　　決
発議案
第１号

発議案
第２号

多数可決

議員研修

総務常任委員会視察

期日：10 月５日から７日までの３日間

視察地及び視察事項：

(1) 千葉県野田市　公契約条例について

(2) 群馬県太田市　まちづくり基本条例について

(3) 新潟県村上市　ながらパトロールについて

教育福祉常任委員会視察

期日：10 月 18 日から 20 日までの３日間

視察地及び視察事項：

(1) 三重県鈴鹿市　学校教育について

(2) 愛知県蒲郡市　高齢者タクシー料金割引について

(3) 静岡県磐田市

　・いわたはーとふる商品券について

　・市費負担教員ふるさと先生制度について

千葉県北総地区市議会正副議長会議員研修会
期日：10 月 15 日
講師：横江公美氏
内容：ネットの活用で政治はどうなるのか

平成 22 年度富里市議会議員研修会
期日：８月 17日
講師：東京財団研究員　中尾修氏
内容：議会改革について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（笠間由子氏）

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（佐々木浩二氏）

富里市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

富里市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

富里市道路線の認定について（市道 1-0359 号線）

平成２２年度富里市一般会計補正予算（第３号）

平成２２年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成２２年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２２年度富里市老人保健特別会計補正予算（第１号）

平成２２年度富里市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度富里市各会計歳入歳出決算の認定について

国営かんがい排水事業「北総中央地区」の完成にむけての意見書について

国における平成２３（２０１１）年度教育予算拡充に関する意見書について

　

９
月
定
例
会
は
、
８
月
27
日
か
ら
始
ま
り
、
９
月
28
日
ま
で
33
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
議
案
八
件
、
諮
問
一
件
、
同
意
一
件
及
び
認
定
一
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
可
決
、
答
申
、

同
意
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
二
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
は
二
件
が
提
出
さ
れ
、
一
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
四
会
派
の
代
表
か
ら
会
派
代
表
質
問
が
、
個
人
質
問
は
九
人
の
議
員
が
行
い
、
市
の
諸
問
題
に
つ

い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

※議案に対する議員別の賛否については市議会ホームページに掲載しております。
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委員長　秋本真利　　副委員長　窪田　優

委　員　塩田和夫、中間幸一、原　清一、高橋益枝、中野信二、大川原きみ子、布川好夫

平成 21年度富里市各会計歳入歳出決算審査報告（抜粋）　委員長　秋本　真利

みなさんからの請願・陳情

請願第 18 号
◆「国における平成 23（2011）年度教育予算拡充に
関する意見書」採択に関する請願　　　･･･ 採　択
　　　　　　
請願第 19 号
◆「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」
採択を求める請願　　　　　　　　　　･･･ 不採択
　　　　　　　　　　　　　　
請願第 21 号
◆「国営かんがい排水事業「北総中央地区」の完成
にむけての意見書」採択に関する請願　･･･ 採　択

意見書を提出

◆国営かんがい排水事業 ｢北総中央地区｣ の完成に
むけての意見書
（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

財務大臣、農林水産大臣、国家戦略担当
大臣、内閣官房長官

◆国における平成 23（2011）年度教育予算拡充に関
する意見書
（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、

総務大臣
◆子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
（提出先）内閣総理大臣、厚生労働大臣

決算審査特別委員会を設置

　平成 21 年度の一般会計及び特別会計の決算は、
歳入が 210 億 6,645 万 5,007 円、歳出は 203 億 4,335
万 117 円となっており、実質収支は 6 億 3,939 万
1,890 円の黒字、本年度の実質収支から前年度の実
質収支を差し引いた単年度収支は、2,282 万 8,070
円の黒字となっている。
　これを地方公共団体の財政状況の分析等に用いら
れる普通会計における財務分析の数値で前年度と比
較すると、財政力指数は 0.833 で 0.004 ポイント低
下している。公債費比率は 9.2％で 0.9 ポイント、実
質公債費比率は 7.1％で 1.1 ポイント、それぞれ前年
度を下回っている。また、経常収支比率は 92.7％で
2.7 ポイント改善したものの、依然として財政構造
の硬直化の傾向が見られる。地方債現在高は 107 億
6,906 万 3,000 円で、前年度と比較すると 1.18％の
減少となっている。
　一般会計の根幹をなす市税の収納率は 81.77％で、
前年度と比較して微増となったものの、景気の影響
や雇用情勢の悪化等もあり、市税収入は 9,700 万円
ほどの減少となっている。
　水道事業会計決算では、経営状況は、1 億 30 万
3,554 円の当年度純利益が生じ、前年度に比較し
30.56％の増加となっている。
　要因としては、水道事業費用が、水道事業収益を
上回る減少となったことから、前年度の純利益を上
回る結果となった。
　このような状況を踏まえた上で、本決算審査特別
委員会は、9 月 14 日、15 日、17 日及び 21 日の 4
日間にわたり、3階第 3会議室において、市長、副
市長、教育長、代表監査委員及び関係部課等の長の
出席を求め、適正で効率的な執行がなされているか
慎重に審査いたしました。
　審査の過程においては、活発な論議を経て、公正
で効率的な予算の執行について当局の見解をただし
ました。
　公会計の整備については、国が示した指針により
平成 21 年度までにその推進が要請されてきたとこ
ろであり、資産の評価に難しい点はあるものの、本
市においても原則的には早期に導入を検討する必要
がある。
　審査の結果、監査委員の意見書のとおり、各会計と
も計数については誤りのないものと認められました。

　今後の予算の執行に際しては、「最少の経費で最大
の効果を上げるよう」より一層の検討を加え、これ
まで以上に効果的・効率的な市政運営に努め、市民
の期待にこたえるための予算執行となるよう、特に
次の事項について適切な措置を期待し、報告といた
します
１　税や料金等については、徴収率の一層の向上に
努め、不納欠損額及び収入未済額の削減に努力し、
納税課を新規に設置した効果がはっきりと数値的
に表れるよう努力すること。
２　負担金補助及び交付金による事業や委託事業に
ついては、必要性や費用対効果を十分検証し精査
すること。
３　決算関係書類等に記載される事業名や団体名等
の名称については、正確性を高めること。
４　ホームページの充実やふれあい広場の活用など、
有形無形にかかわらず利用可能なあらゆる市有財
産の積極的な有効活用を図ること。
５　消防については、市民の生命身体財産の保全に、
より一層資するよう施設や車両等の消防力の強化
を図るとともに適切な人員配置を検証すること。
６　給食については、センターの統合に合わせて計
画的な改修に努め、二重投資とならぬよう注意す
ること。また、給食費の歳入が雑入に入れられて
いるが未納額が分かりづらいため、明確となるよ
う記載方法を検討すること。
７　福祉タクシー利用助成については、事業内容の
精査に努め、次年度以降についても継続的に実施
すること。
８　妊婦健診は受診回数の向上に努め、各種健診に
ついても受診率の向上に努めるとともに検査項目
の充実や待ち時間の短縮など利便性を高める努力
をすること。
９　生活保護については、弱者救済の観点に留意す
るとともに、公平・公正の観点から不正受給等が
起こらぬよう適正な検証に努めること。
10　八富成田斎場については、施設の規模や設備等
を検証して利便性の向上に努めること。
11　道路維持管理については、市民からの要望も多
く、効率的な執行が可能な予算の充実を図ること。
12　水道事業については管渠の耐用年数を検証し、
石綿管も含め、計画的に早期に更新を図ること。



こんにちはとみさと議会です 168号

4
※本文は質問者自身の原稿によるものです。

　

市
長
の
市
政
取
組
姿
勢
に
つ
い
て
。

　

市
民
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
こ
と
を
地
域
で
決
め
て
い
く
た

め
に
は
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
市
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
の
情
報
の
公
開
や
提
供
は
も

と
よ
り
、
市
民
と
市
が
情
報
を
共
有
し

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
、

今
後
は
、
情
報
の
提
供
の
方
法
や
情
報

共
有
の
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
社
会
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

い
く
た
め
に
は
、
市
内
の
各
地
域
が
も

つ
固
有
の
実
情
や
課
題
を
踏
ま
え
た
地

域
単
位
で
の
取
組
も
重
要
と
な
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
中
で
は
、
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当
市

の
今
後
の
重
要
性
と
目
指
す
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
は
本
格
的
な
高

齢
化
が
進
む
わ
け
で
す
が
、
引
き
続
き

行
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
新
た
な
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
真
に
市
民
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
の
〝
安
心
〞〝
安
全
〞
対
策
に

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
活
用
を
。

ま
た
本
市
の
高
齢
者
数
は
。

　

７
月
末
現
在
で
、
六
五
歳
以
上
は

八
、
八
三
四
人
、
独
居
は
八
三
八
人
で

す
。
七
五
歳
以
上
は
、
三
、三
五
三
人
で

独
居
は
、
三
四
三
人
で
す
。

　

「
キ
ッ
ト
」
は
、
災
害
時
要
援
護
者
、

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
障
害
を
持

つ
方
の
「
安
全
・
安
心
」
を
確
保
し
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
・
持
病
な
ど
の
医
療
情

報
、
健
康
保
険
証
・
診
察
券
・
薬
剤
情

報
書
の
写
し
・
本
人
の
写
真
な
ど
救
急

時
の
た
め
に
、
専
用
の
容
器
に
収
納
し

自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
万
一
の
場
合

に
備
え
て
お
く
も
の
で
す
。

　

本
市
も
、
今
後
配
布
対
象
者
等
の
検

討
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

（
仮
）
酒
々
井
Ｉ
Ｃ
に
向
か
う
市
道
バ

イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　

道
路
線
形
や
安
全
対
策
等
、
警
察
と

の
事
前
協
議
が
済
み
、
用
地
交
渉
は
、

９
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
地
元
に
入
る
予

定
。
地
権
者
数
は
三
七
名
で
市
外
は
二

名
、
平
成
25
年
度
末
の
供
用
開
始
に
向

け
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

一般
質問
一般
質問

　

９
月
定
例
会
で
は
、
８
月
28
日
、
９
月
１
日
か
ら
３
日
の

四
日
間
に
わ
た
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
市
政
に
対
し
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
立
図
書
館
に
て
会
議
録
（
11
月
下

旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
富
里
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
11
月
下
旬
掲
載
予
定
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 本 文 は 質 問 者
　 自 身 の 原 稿 に
　よるものです。

一
般
質
問
通
告
項
目
（
会
派
代
表
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
富
里

(1)
市
長
の
市
政
へ
の
取
組
姿
勢
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

(1)
健
康
福
祉
施
策
に
つ
い
て

(2)
道
路
建
設
の
現
状
に
つ
い
て

市
政
会

(1)
行
財
政
に
つ
い
て

(2)
基
盤
整
備
に
つ
い
て

(3)
教
育
福
祉
に
つ
い
て

(4)
経
済
産
業
に
つ
い
て

公
明
ク
ラ
ブ

(1)
平
成
22
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

(2)
火
災
・
水
害
で
被
災
さ
れ
た
方
の
被

災
支
援
に
つ
い
て

(3)
福
祉
政
策
に
つ
い
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
富
里

櫻
井
優
好

市
民
ク
ラ
ブ

押
尾　

隆

布
川
好
夫

(1)
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

(2)
道
路
行
政
に
つ
い
て

(3)
福
祉
行
政
に
つ
い
て

(4)
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

高
橋
益
枝

(1)
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

(2)
環
境
に
つ
い
て

窪
田　

優

(1)
富
里
市
の
「
所
在
不
明
者
」
は
い
ま

す
か

(2)
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

(3)
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

進
捗
に
つ
い
て

佐
藤
繁
夫

(1)
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

(2)
高
齢
者
に
つ
い
て

中
野
信
二

(1)
日
吉
台
地
区
の
諸
問
題

柏
崎
の
り
子

(1)
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る

た
め
に

(2)
平
和
問
題
に
つ
い
て

(3)
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

立
花　

介

(1)
行
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て

一
般
質
問
通
告
項
目
（
個
人
）

鈴
木
英

(1)
市
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て

(2)
市
の
資
産
運
用
計
画
に
つ
い
て

(3)
平
成
23
年
度
開
園
の
保
育
園
に
つ
い
て

(4)
学
校
教
育
に
よ
る
民
間
人
の
活
用
に

つ
い
て

髙
橋
保
夫

(1)
公
共
下
水
道
計
画
に
つ
い
て

(2)
防
犯
に
向
け
体
制
の
充
実
を

(3)
農
業
問
題
関
係

(4)
高
齢
者
、
老
人
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

（会派代表・個人）

問答

問答問答
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『
学
校
教
育
に
よ
る
民
間
人
の
活
用
』

　

経
験
者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
は
。

　

経
験
者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
、
子
供
達
に
学
習
体
験
を
さ
せ
、

自
分
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
、
将
来
の

職
業
に
対
す
る
夢
を
持
た
せ
る
な
ど
、

教
育
効
果
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
今

後
も
一
層
、
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し

て
生
き
方
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

不
納
欠
損
に
つ
い
て
。

　

平
成
21
年
度
の
市
税
の
不
納
欠
損
は

一
億
三
、
二
五
五
万
八
、
三
四
二
円
で
、

内
訳
は
、
生
活
困
窮
や
財
産
な
し
等
が

約
一
億
八
〇
三
万
円
で
、
死
亡
や
所
在

不
明
に
よ
る
も
の
が
約
九
七
三
万
円
、

時
効
が
約
一
、四
七
九
万
円
で
す
。

　

『
市
の
資
産
運
用
計
画
に
つ
い
て
』

　

取
得
の
経
緯
と
運
用
計
画
は
。

　

仮
称
十
倉
運
動
公
園
や
七
栄
・
新
橋

地
先
の
環
境
施
設
用
地
は
、
公
園
や

最
終
処
分
場
な
ど
の
目
的
の
た
め
に

売
買
に
よ
っ
て
取
得
。
今
後
の
土
地

利
用
の
あ
り
方
は
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

『
23
年
度
開
園
の
保
育
園
に
つ
い
て
』

　

開
園
後
の
運
用
内
容
に
つ
い
て
は
。

　

社
会
福
祉
法
人
に
よ
り
平
成
23
年

２
月
完
成
、
４
月
開
園
の
予
定
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
開
園
後
の
入
所
定

員
は
一
二
〇
名
で
内
訳
は
、
〇
歳
児

一
五
人
、
一
歳
児
一
五
人
、
二
歳
児

二
一
人
、
三
歳
児
二
三
人
、
四
歳
児

二
三
人
、
五
歳
児
二
三
人
の
計
画
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問答

　

小
学
校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
助
成

制
度
を
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
六
年
生

や
中
学
生
に
ま
で
拡
充
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
校
六
年
生
ま
で
考
え
て
み
た
い
。

　

妊
婦
健
診
へ
の
国
庫
補
助
が
年
度
末

で
終
わ
る
が
来
年
度
以
降
も
市
が
補
助

す
る
考
え
は
。
ま
た
、
３
Ｄ
エ
コ
ー
の

無
料
化
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
成

人
女
性
へ
の
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

妊
婦
健
診
は
継
続
で
き
る
よ
う
検
討
。

『
基
盤
整
備
に
つ
い
て
』

　

酒
々
井
Ｉ
Ｃ
へ
の
バ
イ
パ
ス
工
事
の

進
捗
率
を
高
め
る
の
と
同
時
に
、
南
部

か
ら
の
入
り
口
で
あ
る
住
野
交
差
点
方

面
に
も
力
を
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

年
度
末
の
用
買
率
一
〇
〇
％
が
目
標
。

周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
八
街
市
長
な
ど

と
一
緒
に
関
係
機
関
へ
要
望
し
ま
す
。

　

空
港
場
外
下
水
道
の
供
用
見
通
し
は
。

　

第
一
小
か
ら
下
流
に
つ
い
て
協
議
中
。

　

上
流
部
分
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
ウ
ン
や

旭
ケ
丘
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

非
常
に
厳
し
い
と
思
う
が
検
討
す
る
。

『
経
済
産
業
に
つ
い
て
』

　

法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を
来
年
度
当

初
か
ら
導
入
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

税
率
引
き
下
げ
に
向
け
て
準
備
す
る
。

　

市
の
CO2
削
減
に
つ
い
て
今
後
一
〇
年

間
の
総
合
計
画
策
定
に
、
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
れ
る
の
か
。

　

CO2
削
減
は
環
境
基
本
計
画
の
中
で
具

体
的
に
表
し
て
い
く
が
、
基
本
構
想
に

即
し
た
視
点
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

火
災
・
水
害
で
被
災
さ
れ
た
方
の
残

処
理
支
援
と
費
用
減
免
に
つ
い
て
。

　

当
市
の
不
燃
処
理
施
設
は
小
規
模
で

あ
り
、
対
応
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
い
ろ
い
ろ
と
手
配
し
た
中
で
受

け
入
れ
ら
れ
る
形
で
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
全
般
的
に
お
い
て
も
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大

切
と
し
て
、
見
守
り
の
観
点
か
ら
「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の
家
庭
訪

問
の
充
実
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

健
康
推
進
課
に
お
い
て
「
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
」
を
行
い
、
育
児
面
で
の
問
題
等

継
続
的
に
相
談
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

『
そ
の
他
の
質
問
』

①
収
納
率
の
向
上
に
つ
い
て

②
主
要
道
路
網
の
交
通
安
全
対
策

③
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
実
態
把
握

と
対
策
に
つ
い
て

問答

問答

問問答問答問答問答

問 答答

答

答

問

市
税
大
口
滞
納
に
関
す
る
延
滞
金
の
処
理
は

本
税
完
納
後
、
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

問問 答答

市
政
会

秋
本
真
利

公
明
ク
ラ
ブ

大
川
原
き
み
子

鈴
木
英

問答

問

待望の民間保育園が日吉倉に （イメージ）
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事
業
認
可
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

　

第
一
処
理
分
区
は
立
沢
台
、
東
立
沢
、

第
二
処
理
分
区
は
富
里
第
二
工
業
団

地
、
第
一
小
学
校
な
ど
進
め
て
い
ま
す
。

　

集
中
浄
化
槽
で
苦
労
し
て
い
る
団
地

も
多
い
。
再
三
要
望
し
て
き
た
第
三
処

理
分
区
の
計
画
見
直
し
及
び
見
通
し
は
。

　

根
木
名
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
富
里
台
と

今
年
度
事
業
認
可
に
向
け
委
託
業
務
発

注
済
み
で
県
と
調
整
協
議
を
行
っ

て
お
り
年
度
内
に
認
可
を
取
る
こ

と
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

見
直
し
後
の
相
川
市
長
の
お
考

え
は
。

　

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る
よ

う
、
な
る
べ
く
早
く
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

『
防
犯
に
向
け
体
制
の
充
実
を
』

　

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
増
車
を
。

　

絶
対
数
が
少
な
い
の
で
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
老
朽
庁
車
の
買

い
替
え
時
に
青
色
回
転
灯
の
装
着

等
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

『
高
齢
者
、
老
人
会
の
活
性
化
に
』

　

健
康
づ
く
り
、
教
養
、
文
化
向

上
に
施
設
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
。

　

休
日
開
館
も
含
め
各
種
事
業
展
開
を

検
討
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
さ
ん

が
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
月
曜
日
供
用
の
要

請
を
し
て
い
る
が
い
か
が
で
し
ょ
う
が
。

　

公
園
の
担
当
と
相
談
し
な
が
ら
調
整

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問答

の
一
環
と
し
て
、
警
察
や
自
治
体
が
自

主
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
に
対
し
て

行
う
支
援
制
度
で
す
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
得

費
用
の
支
援
や
、
公
共
交
通
機
関
の
割

引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
先
進
事
例
を
参
考
に
庁
内
関
係

各
課
に
お
い
て
調
査･

研
究
い
た
し
ま

す
。

　

『
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
』

　

危
険
な
交
差
点
や
通
学
路
に
「
立
体

減
速
表
示
シ
ー
ト
」
の
設
置
に
つ
い
て
。

　

現
在
、
市
内
で
設
置
し
て
い
る
箇
所

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
効
果
等
を
検
証

し
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

『
道
路
行
政
に
つ
い
て
』

　

狭
あ
い
道
路
の
整
備
促
進
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
。

　

市
内
に
は
道
路
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル

に
満
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
狭
あ
い

道
路
」
が
あ
る
現
状
は
承
知
し
て
い

ま
す
。

　

狭
あ
い
道
路
、
建
築
基
準
法
で
い

う
２
項
道
路
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、

条
例
、
要
綱
等
を
制
定
し
、
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
整
備
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
を
参
考
に
、
研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

『
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
』

　

運
転
免
許
返
納
高
齢
者
に
つ
い

て
。

　

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

に
関
す
る
制
度
と
し
て
、
近
年
増
加

し
て
い
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策

問答

問答

公
共
下
水
道
計
画
に
つ
い
て

計
画
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す髙

橋
保
夫

布
川
好
夫

問答

答

ゲ
リ
ラ
豪
雨
冠
水
対
策
に
つ
い
て

被
害
の
状
況
を
把
握
し
、
対
策
に
努
め
ま
す

問答

問

問答 問答

答問答問

問答

仲よくグラウンドゴルフ

立体減速表示シートの設置を
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
CO2
排
出
量

は
。

　

21
年
度
は
最
高
の
数
値
で
す
。

　

京
都
議
定
書
で
、
森
林
に
よ
る
CO2
の

吸
収
量
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
美
し
い
ち
ば
の
森
づ
く
り
、
森

林
整
備
に
よ
る
CO2
認
証
制
度
で
里
山
を

Ｎ
Ｐ
О
や
団
体
が
間
伐
す
る
と
い
う
の

は
富
里
で
は
ど
う
で
す
か
。

　

人
員
の
確
保
等
難
し
い
で
す
。

　

CO2
排
出
は
増
え
て
吸
収
量
は
減
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
環
境
浄
化
植
物
サ

ン
パ
チ
ェ
ン
ス
を
植
え
て
は
ど
う
で
す

か
。
一
般
的
な
草
花

と
比
べ
て
、
CO2
を
四

〜
六
倍
。
NO2
（
二
酸

化
窒
素)

を
五
〜
八

倍
、
吸
収
す
る
そ
う

で
す
。

　

研
究
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

『(

仮
称)

「
富
里
市

空
き
家
管
理
条
例
」　

の
制
定
に
つ
い
て
』

　

国
土
交
通
省
の「
空

き
地
、
空
き
家
等
外
部
不
経
済
対
策
に

つ
い
て
」
の
な
か
で
周
辺
に
外
部
不
経

済
を
も
た
ら
す
土
地
利
用
が
発
生
し
て

い
る
と
、
全
国
の
市
区
町
村
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。
市
で

は
空
き
家
の
実
態
調
査
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　

あ
り
ま
せ
ん
。

　

所
沢
市
で
は
制
定
さ
れ
、
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

空
き
家
の
管
理
に
関
し
て
の
新
た
な

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま

す
。

問答
問答

CO2（
二
酸
化
炭
素)

削
減
に
つ
い
て

排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

高
橋
益
枝

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

　

平
成
15
年
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
研

修
大
会
で
ク
ラ
ブ
設
立
の
意
義
を
感

じ
、
平
成
16
年
６
月
以
来
一
般
質
問
で

取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
平
成
18
年
11

月
に
は
早
稲
田
大
学
の
作
野
先
生
を
招

い
て
生
涯
学
習
課
と
学
区
ス
ポ
少
の
協

力
で
北
部
コ
ミ
セ
ン
で
説
明
会
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
参

加
者
か
ら
、
理
解
で
き
た
、
参
加
し
た

い
、
協
力
で
き
る
と
の
意
欲
が
読
み
取

れ
ま
す
。
こ
の
資
料
は
市
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
今
で
も
協
議
、
研
修
会
、

説
明
会
の
実
施
段
階
と
考
え
て
い
る

の
で
す
か
。

　

日
吉
台
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
す
が
デ
ー
タ
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。（
国
の
目
標

は
平
成
22
年
度
ま
で
に
と
い
う
こ
と

で
す
。）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
長
い
目
で
見
た
と
き
、
市
に

必
要
な
ク
ラ
ブ
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

『
市
の
国
民
健
康
保
険
徴
収
率
』

　

国
保
税
の
徴
収
率
は
七
七
・
六
一
％

と
前
年
を
更
に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
年
分
の
保
険
税
を
八
回

に
分
け
て
納
付
し
て
ま
す
が
一
二
回
の

方
が
納
め
や
す
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

負
担
感
は
軽
減
す
る
と
思
う
が
県
内

三
六
市
で
二
四
市
が
八
回
納
付
、
十
回

は
七
市
等
で
す
。
県
健
康
保
険
団
体
連

合
会
印
旛
支
部
の
主
管
課
長
会
議
も
あ

る
の
で
情
報
交
換
も
踏
ま
え
て
検
討
し

た
い
。

問答
問

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
進
捗
は

中
学
校
区
単
位
で
設
立
を
目
指
し
て
い
ま
す

答

答

問

問答問答問

問答 答

窪
田　

優

温暖化対策にサンパチェンス

元気に、豊かに、スポーツを
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を
し
た
人
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
富

里
で
も
七
栄
で
孤
独
死
が
あ
っ
た
と
聞

く
が
。

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
で

孤
独
死
さ
れ
た
生
活
保
護
受
給
者
は
四

名
あ
り
ま
し
た
が
、
高
齢
者
は
い
ま
せ

ん
。
平
成
21
年
度
に
は
六
五
歳
以
上
は

一
名
い
ま
し
た
。

　

今
、
世
間
で
は
、
高
齢
者
で
生
死
不

明
の
方
が
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け

る
富
里
市
と
し
て
の
対
応
策
は
。
ま
た
、

七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
支
援
は
記

念
品
贈
呈
等
だ
が
、
声
か
け
運
動
等
は

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

当
市
の
七
五
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

は
７
月
末
現
在
、
男
女
合
わ
せ
て

三
四
三
人
で
、
七
五
歳
以
上
高
齢

者
の
総
数
三
、
三
五
三
人
に
対
し

て
、
一
〇
・
二
二
％
が
独
居
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
の
実
態
調

査
と
し
ま
し
て
、
住
民
基
本
台
帳

の
異
動
情
報
を
参
考
に
独
居
高
齢

者
名
簿
・
高
齢
者
世
帯
名
簿
等
整

備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
内
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

訪
問
調
査
を
民
生
委
員
が
、
ま
た
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
を
図
り
、
見
守
り
活
動
や
自
立

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
支
援
も
な
く
、
孤
独
死

問答

佐
藤
繁
夫

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
生
活
は

見
守
り
活
動
や
自
立
支
援
活
動

問答

答

検
討
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
時
の
砂
塵
飛

散
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

日
吉
台
小
校
庭
の
使
用
に
際
し
て

は
、
消
防
隊
が
飛
散
物
の
撤
去
、
砂
塵

等
の
飛
散
軽
減
の
た
め
の
散
水
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ヘ
リ
の
到
着
が

早
い
た
め
、
十
分
な
散
水
が
で
き
て
い

な
い
。
住
民
の
方
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
た
い
。

　

『
日
吉
台
地
区
の
諸
問
題
』

　

（
仮
称
）
成
田
徳
洲
会
病
院
の
建
設
状

況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　

現
在
、
建
築
設
計
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
早
く
て
も
平
成
24
年
12
月
頃

開
業
の
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
道
路
の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

　

最
近
二
年
間
で
約
三
〇
〇
ｍ
の
整
備

を
完
了
。
今
後
、
年
間
約
一
五
〇
ｍ
程

度
の
整
備
を
継
続
し
、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
完
了
し
た

い
。

　

日
吉
倉
離
山
地
区
の
道
路
拡
幅

の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　

都
市
計
画
道
路
の
設
置
計
画
が

あ
る
の
で
、
拡
幅
予
定
は
な
い
。

現
道
路
の
交
通
安
全
対
策
を
検
討

し
ま
す
。

　

日
吉
台
地
区
か
ら
日
吉
倉
の
新

保
育
園
へ
の
道
路
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

現
況
の
道
路
形
状
や
周
辺
の
構

造
物
等
か
ら
、
車
両
通
行
に
対
応

で
き
る
側
溝
の
敷
設
換
え
整
備
は

困
難
で
す
。
歩
行
者
の
安
全
対
策

と
し
て
、
側
溝
の
蓋
か
け
を
今
後

問答

中
野
信
二

（
仮
称
）
成
田
徳
洲
会
病
院
の
開
業
予
定
は

早
く
て
も
平
成
24
年
12
月
頃
開
業
か

問問 答答

問

答問答問

答 問

富里の介護支援と医療支援

今後も進む日吉台の道路整備
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野
田
市
で
は
全
国
に
先
が
け
て
公
契

約
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
前
文
に
公

共
事
業
の
低
入
札
に
よ
り
従
事
す
る
労

働
者
の
賃
金
低
下
を
招
く
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
賃
金
は
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
八
割
を
最
低

賃
金
の
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
損

害
賠
償
の
罰
則
規
定
に
よ
り
受
注
者
に

条
例
の
履
行
を
担
保
と
し
て
い

ま
す
。
低
入
札
価
格
工
事
が
増

加
し
下
請
業
、
現
場
労
働
者
の

工
事
代
金
、
条
件
切
り
下
げ
で

働
く
人
た
ち
の
生
活
が
日
増
し

に
劣
悪
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
条
例
制
定
を
検
討

す
べ
き
で
す
。

　

公
契
約
の
質
の
確
保
、
適
正

な
労
働
条
件
の
整
備
は
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

公
共
事
業
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

は
市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
に

不
可
欠
で
す
。
今
後
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
が
控
え
て
い
ま
す
。「
安
か

ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
で
は
税
金

の
む
だ
遣
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

下
請
業
な
ど
に
賃
金
が
適
正
に
支
払

わ
れ
て
こ
そ
安
心
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
保

障
に
つ
な
が
り
、
市
税
収
入
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

発
注
者
側
と
し
て
の
責
務
も
あ
り
、

理
念
、
趣
旨
に
は
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

野
田
市
の
条
例
を
参
考
に
真
剣
に
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

る
こ
と
で
直
接
市
職
員
が
訪
問
す
る
な

ど
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

市
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
訪
問
調
査
を
民
生
委
員
の
ご
協
力

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
把
握
率
は

七
二
・
六
九
％
。
把
握
で
き
な
い
の
は
調

査
拒
否
な
ど
の
理
由
で
す
。

　

市
職
員
の
直
接
訪
問
は
、
職
員
配
置

体
制
か
ら
困
難
で
す
。

　

現
在
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
土

曜
日
な
ど
は
長
い
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

自
己
搬
入
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
新

工
場
の
話
の
当
初
に
は
、
成
田
ま
で

は
遠
い
の
で
自
己
搬
入
の
住
民
の
た
め

に
、
中
間
的
な
置
き
場
を
つ
く
っ
て
処

理
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
と
表
明
さ
れ

た
と
思
う
が
、
最
近
の
答
弁
な
ど
で
は

自
己
搬
入
対
策
は
や
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
自
己
搬
入

は
成
田
ま
で
行
く
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
の
で
す
か
。
成
田
と
共
同

し
た
結
果
、
住
民
は
不
便
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

　

ご
み
を
富
里
で
燃
せ
な
く
な
れ

ば
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
今
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
中

間
で
集
め
る
機
能
を
持
っ
た
も
の

を
、
そ
れ
ま
で
に
用
意
し
た
い
。

そ
れ
も
一
五
町
歩
の
用
地
に
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
そ
ろ

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

『
高
齢
者
の
生
活
実
態
把
握
に
つ

　

い
て
』

　

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

問答

問答

公
共
事
業
の
公
契
約
条
例
の
制
定
を

理
念
・
趣
旨
は
賛
成
で
あ
り
検
討
す
る柏

崎
の
り
子

ご
み
処
理
工
場
移
転
後
の
自
己
搬
入
対
策

中
継
施
設
機
能
を
持
っ
た
も
の
を
用
意
す
る

問答

※本文は質問者自身の原稿によるものです。

答

問

問

答

税金で賄われる公共工事

行列して待つ自己搬入の車

立
花　

介



実りの秋、富里のぶどう（金堀地先）

議会を傍聴しませんか
１２月定例会は

１１月２６日（金）から開会予定です。

※詳しい日程などは議会事務局にお問い合わせください。

※本会議の模様は市民課ロビー ( 市庁舎一階 ) のテレビでも

　ご覧いただくことができます。

議会報を読んで感じたことなど

皆様のご意見をお待ちしております。

また、議会報は市議会ホームページでも

ご覧いただくことができます。

〒 286-0292　富里市七栄 652-1　議会事務局
TEL.　0476-93-6492　FAX.　0476-91-3595

富里市議会ホームページアドレス

http://www.city.tomisato.chiba.jp/gikai/index.html

委 員 長／高橋益枝　　副委員長／髙橋保夫　　委員／塩田和夫、中間幸一、立花　介、布川好夫、窪田　優

とみさと議会報編集特別委員会

次回（平成２２年１２月定例会）は２月１日発行予定です。
再生紙を使用しています

編
　今年の夏は猛暑日が続き、市民の皆様も毎日

大変ご苦労されたことと思います。９月２３日

（秋分の日）になり、ようやく秋の涼しさを感

じられるようになりました。ほっとしますね。

　日本の経済状況は円高ドル安が進み（１ドル

＝８５円前後）輸出関連企業は厳しい経営状況

です（９月２３日現在）。

　社会では、テレビ放送の地上デジタル化に向

けて、国内の住宅・建物等でテレビの対応・ア

ンテナ工事等が進められています。（平成２３

年７月２４日アナログ放送終了）

　政治では、民主党代表選、菅直人改造内閣が

スタートしました。私たち国民は政府に「未来

をつくる」ための少子高齢化対策や地域活性化

策に全力で取り組んでいただきたい。

　さて、富里市議会９月定例会議会報（168 号）

をお届けさせていただきました。手づくりの議

会報告になりますが、市民の皆様に愛読される

よう編集委員の一人としてこれからも頑張っ

てまいりたいと思っています。

（中間幸一 記）

ご意見・ご感想をお寄せください！

集後記


